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　　　　　　　 第 5 章　結　論

　妊娠 5｝8ヵ 月の妊婦 羊膜腔内に 「Sugiuron」及

び 「Moljodol」 を注 入 して ，胎 免並 びに新産兒 を

「X 一
線」的 に檢索す る ζと に よつ 1 ， 次 の 結論を得

た．

　1）　胎兒は 羊水 を生理 的 ， 能動的 に嚥下 して い

る．

　2）　本實驗に ょっ て，身長 20cm ，5カ月胎兒が

すで に羊水嚥下運 動を行 っ て い る の を認めた ．

　3） 羊膜膣内注入「Sugiuron 」は
， 注 入後 10分で

　　　　　　 　

既 に 胃に逵 して お り，1 時問 10分前後で 小腸内 に

進入 し，
3〜4時聞で 小 腸末端 に逹 し，

24、25時間

で 直腸に逹 す る の を認めた．

　4） 胎兒は 腸管粘膜か ら羊水 中の 水分 を 吸牧 し

て い る．

　5） 本實驗申，胎兒肺臓内 に 「SUgiuron」が流

入 して い る の を「X ・
線」的に 1例に 認 めた ．

　6） 羊水 は羊膜腔内を征環 して い る．

　 7） 「Sugiuron」の羊膜腔内注入に よつ て ， 胎盤

附着部位 を「X 一
線」的 に 診 斷し得る こ と を實驗的 に

確證 した，

　8） 「SugiurOn」 の 羊膜腔内注入 に よる陣痛促

進 ， 中毒症及 びその他の 母體 に 對 す る惡影響並 び

・に 胎兒 に 野 する悪影響 は 認めな い ．

　9） 「Moljodol」の 羊膜腔内注入は ， 母體に封 し

て は何等惡影 響 な い が ， 胎 兒に 封 して は 必ず し も

無害 とは云 い 得 ない ．
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　　　　　　　 第 1 章　緒　論

　人胎 兒腸管粘膜吸牧 に關 して は ， B ．　Szendi（19

40）が妊婦羊膜腔内に 0．5 ％ Pyrrolblau を注 入

せ る實驗に よつ て，比較的詳細 な報告 を行 つ て い

る が，い まだ充分 な結論に逹 し て い な い ．

　 こ ts に お い て ， 私は ， 胎兒 が嚥下 した羊水は 果 し

て 腸管粘膜 か ら吸牧 され る か否か ， 吸牧 され ると

すれ ば ， 腸管の 如何 な る部位よ り如何 な る過程 を

經 て 吸牧 さ れ る もの で あ るか とい う問題 に對 し ，

生體染 色に使用 され る色素 Trypanb！au （以下「Tr

・Bl」と略す）の 1％溶液を妊婦羊膜腟内に 注入し，

娩出胎兒の 胃， 腸管を組織學的に檢索 する こ と に

よつ て その究明 を試 み た．

　　　　　　　 第 2 章 實驗方法

　研 究對照 と して 優生保護法適應の妊娠後牛期妊

婦 3例 に試み た。 注入色素劑は生體染色に使 用 さ

れ る 1 ％ Trypanblau 溶液（Grub【er製）を 用い ，

注 入用針 は腰椎麻醉針 を用 い た．　 （液は 使刑前滅

菌 ， 濾過 して お く）．妊婦腹壁 正 中線上 ， 臍下 3 横
ゆ
脂 徑 の部位 に お い て，1 ％ 「ノ ボ カ ィ ン 」局所痲醉

の 上 ， 注入器 を附 した腰 椎麻醉針 を羊膜睦内 に穿

刺 し， 羊水 40cc排除後 ， 妊婦醴温 に温めた 1％ Tr −

ypanblau 溶液 40  を徐 々 に羊膜腟内に 注 入す

る．胎 兒娩出法は
幽
「メ ト ロ イ リーゼ 」（以 下 「メ ト

ロ 」ど略す）を貿施 し， 新 産兒死 亡後速 か に各臟器

を剔出し， 卵膜 ， 臍帶，胎盤 と共 に 10％ 「フ ォ ル

・V リ ン 」液 に固定 し， 法 に從 い 「パ ラ フ ィ ン 」切片

とす る．染色法 は
， （1） 全 く染色 を施 さす その ま

　sXylol で 透明に し， 次 い で Balsam で 封 入 し

た もの ， （2）青い Trypanblau の 對色 と し て Er−

ythrOsin 染色 を施 した もの ， （3）細胞 泣置と の 關

係 を見 るため ， 通常の H 誠matoxylin ・Eosin 重染

色 を行 つ た もの ， 以 上 3 種 の方法 を行い 檢鏡 し，

要 に 應 じて 油浸檢鏡 を した。

「
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭和 ≧6年 δ月 1 日

■

」

　　　　　第 3 章 貿驗例並びに賓驗成績

　　 第 1例 ．富 ○本 ト ○子 ．30議．2 囘經i産．

　　適 應症 ： 心 臓辮喫症．妊娠月數 ：　6 カ 月．胎

　 兒娩出法 ： 「メ F ロ 」，「Tr−Bl」注 入後 21時間57
‘

分胎 兒娩 出．薪産児 ： ♀， 身長 27cm ．體重 400g．

　 「Tr ・Bl」注 入後 24時間20分新産兒死亡．

　
’

實驗域績

　　 「Tr−B1」溶液聾入直後か ら胎兒娩出に 至 る まで，

　 妊婦の 呼吸數 ， 脹徳 體温 ，
．血壓， 陣痛 ， 胎 兒心

　 昔，胎動等 に つ い て 詳 細に觀察 した が ， 「Tr−B1」溶

　 液注入 に よ る障碍 は何等認め られな か つ た． 胎皃

　 娩出に も異常を認めな か つ た ．剔 出 した慙産兒の

　 肺臓 は 肉眼的 に 「Tr・Bl」1こ よ つ て一樣 に青色 を呈

　 し， 食道，胃， 小腸 ， 大腸の 内腔に は ， 肉眼的 i二
　 「Tr −B1」の 色素液 が明 らか に認 め られた ．

　　 顯壬蹟鏡白勺月斤見 ：

　　 氣管支一粘膜表面の所 々 に 「Tr −Bl］の 色素 が附

　 着 して い る、 氈毛上 皮細胞聞に も滴歌に ， 著 明 に

　 浸透 して い る が， 上 皮細胞内に は 認 め られな い ．

　　 肺一 氣管支枝 ， 氣管枝稍並 びに肺胞内 の所 々 に

　 「Tr−Bl」 の 色素溶液が大 小種 々 の 大 きで ， 滴歌に

　 或 は點歌に 認 め られ ，　 また そ の 上 皮 を薇 うが如 く

　 に附着 して い る の もみ られ る． また ， 氣管枝梢 。

　 肺胞の 上皮細胞 内に も「Tr ・Bl」の 色素顆粒 が僅 か

　 末が ら認め られ る もの もある． なお ， 肺胞 内 には

　 明 らか に 肺胞上皮細胞が遊離 して 色素 を貪喰 して

　 い る と思 われ る もの がみ られ， その他 ， 少 數の 赤

　 」血球 も混在 レて い る．

　　 食道一重 居上 皮 の 表面 i二所 々 「Tr −Bl」の 色素が

　 附着 して い る．

　　 胃一
粘膜表面 に 濃淡 の 差 は ある が ，

一面 に 色素

　 が附着 し て い る，粘 膜上 皮細胞の 原 形質内に 「Tr・

　 B1」 の微細顆粒が黜 々 と見 られ る．

　　 小腸一粘婆表面を一面 に 「Tr −B 】」色素 が蔽 うて

　 い る． 「Tr・Bl」の 色素顆粒 は絨毛粘膜上皮細胞 内

　 に微細顆 粒状 か ら滴状に 至 る ま で 多量 に 見 られ

　 る．上皮細胞間に は 均質性に淡 く青染 した「Tr ・B1」

　 の 色素液 を見る． また絨毛内淋巴聞隙 に淡青 色の

　「Tr・B1」色素液 を認め る．

　　大腸 一粘膜表面 を一面 に 「Tr−BI」 の 色素が蔽 う

9ヒ

戸蘚

365− 11

て い る が ， 小 腸に 比べ て その量は 遙か に 少 く， 粘

膜上 皮細胞内に 色素顆粒 を全 く認 めない ，

　 肝，膽嚢，腎 ， 脾， その他 の 部位等 に は 「Tr −Bl」

色素 を至 く認め な い ．皮膚表面 は 一面に
「
「Tr −B1」

色素の附着 を見 る が ， 吸 牧像 は認め られな い ．羊

膜は
一

様 に均質性 に 淡 く青染 し， 羊膜上 皮細胞は

所 々 一部濃染 してい るが， 注 入色素の 顆粒歎 の も

の は 認 琶 ない ，臍帶， 絨毛膜並 び に絨 毛膜絨毛に

は 「Tr −Bl」色素 を全 く認 め な い ．

　第 2例 ．　　 森C ハ ○ ミ．26歳．1 囘經 蘆．

　邁 應症 ： 妊娠腎．妊娠 月數 ：6 ヵ 月．胎 兒娩 出

法 iI メ ト ロ 」．「Tr ・B1」注入後44時闇48分胎兒娩

出，薪産兒 ： 孚， 身長 29cm，體重 520g．「Tr・

B1」注 入後46時 間45分薪産兒死 亡．

　實驗成績

　「Tr・B1」溶液注入直後 か ら胎兒娩出 に 至 る まで

妊婦 の呼吸數 ， 脈搏 ， 體濫 ， 血壓，陣痛 ， 胎 弖己心

晋 ， 胎 動等 に つ い て 詳細に觀察 したが ， 「Tr −B1」溶

液注入に よ る障碍 は何等 認め られな か つ た ．胎 兒

娩 出に も暴 営を認めなか つ た． 剔禺 した新産 兒の

肺臓は肉眼的に 「Tr −Bl」 に よ つ て一
樣 に青色 を呈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

し， 食道 ， 胃s 小腸，大腸の内 腔 に は， 肉眼的 に

「Tr−Bl」 の色素液が明 らか に 認 あ られ た．

　顯 妝垂竟白勺月斤見 ：
一

　氣管支一粘膜表面の所 々 に 「Tr−B1」の 色素 が附

着 して L丶 る．氈毛上皮細胞問に も滴 1伏に
， 著明に

浸透 して い るが ， 上皮細胞内 に は 認 め られ な い ．

　肺一氣管支枝 ， 氣管枝 梢並 びに肺胞内の 至 る と

こ ろ に 「Tr−B1」の色素溶液が大小種 々 の 大 さで，

滴猷 に 或 は點歌 に認め られ ， また その 上 皮 を蔽 う

が如 くに附着 し て い る の 春み られ る． また ， 氣管

枝梢， 肺胞 の 上皮細胞内に も「Tr・B1」の 色素顆粒

が僅 かなが ら認め られ る もの もあ b， さ らに 深 く

肺聞質に も點 々 と顆粒が侵入 して い る 賺がみ られ

る．
』
な お ， 肺胞内 に は明 らかに肺胞上皮細胞が遞i

離 して 色素 を貪喰 して い る と思 われ る もの が み ら

れ ， その 他 ， 少數 の 赤血 球 も混在 して い る．

　食道一
重暦上皮 の表面に所 々 「Tr−Bl」の 色素が ．

附着 して Viる．

a
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　胃一
粘膜表面に 濃淡 の 差は あ るが ，

一
面に 色素

が附着 して い る．粘膜上皮 細胞の 原形質内 に「Tr・

B1」 の 微細顆粒が點 々 と見 られ る．

　小腸一粘膜表面を一面に 「Tr・Bl」色素が蔽 うて

い る．「Tr・Bl」 の 色素顆粒は 絨毛粘膜上 皮細胞内

に微細顆粒歌 か ら溜 伏に 至 る まで非常 に多量に 見

られ る． 上 皮細胞闇に は 均 質性に 淡 く青染 した

rTr・BI」 の 色素液 を見 る． また絨 毛内並 び に粘膜

下 淋巴 聞隙に淡青 色の 「Tr −Bl」色素液 を認め る．

　大腸一粘膜表面 を
一

面に 「Tr −B1」の 色素が蔽 う

て い る が， 小 腸 に 比 べ て その 量は遙 か に少 く， 粘

膜上皮 細胞内 に 色素顆粒 を全 く認 めない．

　肝 ， 膽嚢 ， 腎 ， 脾 ， そ の他の 部位等に は「Tr−Bl」

色素を全 く認 めな い ．皮膚表 面 は 一面に 「Tr・B1」色

素の 附着 を見る が ， 吸牧像は認 め られ ない ．羊膜

は 一樣 に均質性 に 淡 く膏染 し， 羊膜 上 皮細胞 は 所
　 　 　 　 L

々
一部濃染 して い る が ， 注 入色素の 顆粒歌 の もの

は認 めない ．臍帶， 絨毛膜並 び に 絨毛膜絨毛 に は

「Tr−B1」色素 を全 く認 めない ．

　第 3例．　 岩○千C 子．17歳．1囘經産．

　適應理 由 二 優生保護法 第 13條第 1項 第 2號，
・

經濟的理 由．妊娠 月數 ： 7 ヵ 月．胎兒娩出法 ： 「メ

ト ロ 」．「Tr −Bl」注入後44時聞18分胎兒娩出，．新産

兒 ： ♂， 身長 31cm
， 體重 6409．「Tr−Bl」 注 入

後 44時間48分薊産 皃死 亡 ．

　實驗成績

　「Tr −Bl」 溶液注 入直後 か ら胎兒娩出に 至 る まで

妊婦 の 呼吸數，脈搏 ， 體温 ， 血 壓 ， 陣痛，胎 兒心

音 ， 胎動等に つ い て詳 細に觀察 したが ，　 rTr・Bl」

溶液注 入 に よ る障碍 は何等認め られ なか つ た． 胎

兒娩 出に も異常を認め なか っ た． 捌出 した薪産兒

の 肺臓 は肉眼的 に 「Tr−Bl」に よつ て
一

樣 に青色を

呈 し， 食道 ， 胃， 小腸 ， 大腸の 内腔に は ， 肉眼的

に 「Tr捌 」の 色素液が明 らか に 認め られた ．

　 顯微鏡的所見 ：
一

　氣管 支一
粘膜豪面 の所 々 に 「Tr −BI」の 色 素が附

着 し て い る． 氈毛上皮細胞間に も滴｝tlこに ， 著明 に

浸透 し て い る が， 上皮細胞内 に は認 め られ ない ．

， 肺
一
氣管支枝 ， 氣管枝稍並 び に 肺胞内の 至 る と

こ ろ に 「Tr・B1」の 色素溶液が大小種 々 の大 さで p 滴
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歌に或 は點欣に 認め られ ， また その 上皮 を蔽 うが

如 くに附着 して い る の もみ られ る． また ， 氣管枝

稍 ， 肺胞の 上 皮細胞内 に もrTr・B1」の色素顆粒 が 僅

か なが ら認め られ る もの もあ り． さらに深 く猷j聞

質に も黜々 と顆粒 が侵 入 し て い る 像 がみ られ る．

な お ， 肺胞内 に は明 らか に 肺胞上皮細胞 が遊離 し

て 色素を貪喰 して い る と 思 わ れ る もの がみ られ ，

その 他， 少數の 赤血 球 も混在 して い る．

　食道一重居上皮 の 表面に 所 々 「Tr−Bl」の色素が ．

附着 して い る．

　胃一
粘膜表面 に濃淡 の 差 は あろ がノ

ー面に 色素

が附着 して い る．粘膜上 皮 細胞の 原形質内 に 「Tr −

B1」の 微細顆粒が黜 々 と見 られ る．

　小腸一粘膜表面 を
一面に 「Tr −B1」色素が蔽 うて

い る． 「Tr −Bl」の色素顆粒は 絨毛粘膜上皮細胞内

に 微細顆粒HJこか ら滴 状 に 至 る まで 非常に多量に見 ・

られ る． 上皮細胞間に は 均 質性 に淡 く 青 染 し た
　　　　　　　　　　　　　　　 L

「TrfBl」 の色素液を見 る． また絨毛内並 び に 粘膜

下 淋 巴間隙に 淡青 色の 「TrBl 」色素液 を著明 に 認

め る．　　　　　　　　
’
　　　　 1

　大 腸一粘膜表面 を一面 に 「Tr・Bl」の色素が蔽 う

て い る が ， 小腸に 比 べ て そ の量 は遙 かに少 く， 粘

膜上皮細胞内 に色素顆粒 を全 く認 めない ．

　肝 ， 謄嚢，腎 ， 脾 ， そ の他 の 部位等 に は「Tr−Bl」

色素 を全 く認 め ない ．皮膚表面 は
一

面に 「Tr・Bi」

色素の附着 を見る が ， 吸牧 像は認め られ ない ．羊

膜 は一樣に 均質性 に淡 く青染 し， 羊膜上皮 細胞は

所 々
一

部濃染 して い る が ， 注入色素 の顆粒牀の も

の は認 めない ． 臍帶 ， 絨毛膜 並 び に 絨毛膜絨毛 に

は 「Tr・B1」色素 を全 く認 めな い ，

　　　　　 第 4 章　實驗成績 の 總括

　 3例 の 實驗成績 を總括 して ， こ s に 記載す る．

この實驗に 際 して ， 「Tr・Bl」溶液注 入直後か ら胎

兒娩出に 至 る まで
， 妊 婦 の 呼 吸數 ， 脈隷 體温，

血．壓， 陣痛 ， 胎兒心音 ， 胎動等 に つ い て 詳 細に 觀

察 したが ， 「Tr・B1」溶液注 入に よ る障害は何等 認

め られなか つ た． また胎兒娩 出 も全例 と も異常 を

認 めな い ．從っ て， 「Tr −Bl」溶液注 入に よ る母 ，

兒兩者 ぺ の 惡影響 は な い もの と思 わ れ る．

　氣管支 ， 肺 1二は 「Tr −B月色素 を證 明 したが ，
・詳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，
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細な所見 は第 3編 「色素劑 に よ る 人胎兒子宮内呼

吸運動 に關 す る實驗的研究」 の 中で述 べ るの で
，

こ S で は省略 す る．

　剔出 した新産兒 の 食道， 胃，小 腸，大腸の 内腔

に は 3 例 と も肉眼 的に 「Tr・B1」の 色素液が明 らか

に 認 め られた ．

　顯彳毅鏡自勺所見 ：
一

　食道
一重層上 皮の表面に所 々 「Tr −Bl」の 色素が

附着 し て い る．　　　　　　　　　　 1

　　　　 　
　 胃一粘膜表面 に濃淡の 差 は ある が ，

一面 に色素

が附着 し て い る．粘膜上皮細胞の 原形質内に 「Tr・

BI」 の 微細顆粒が 點 々 と見 られ る，こ れは 「Tr・

BIJ の 色素が上皮細胞 に 極 め て 僅少 なが ら侵入 し

た もの と解 され る． 顆粒は粘膜上皮細胞原形質内

に限 られ て い る．

　小 腸一粘膜表面を
一

面に 「Tr−Bl］色素が蔽 うて

い る．「Tr・Bl」の 色素顆粒 は 絨毛粘膜上皮細胞内に

微 細顆粒 1伏か ら滴歌 に至 る まで 多量 に 見 られ る．

上皮細胞闇に は均質性に 淡 く青染 した 「Tr−Bl」の

色素液 を見 る．また第 1例 では絨毛内淋巴間隙に ，

第 2
， 第 3 例 では 絨毛内並 び に 粘膜下 淋巴 聞隙に

淡 青色の 「Tr・Bl」色 素液を認 め る．印ち， 上皮細

胞 を通 して絨 毛中心部の淋 巴毛細管 ， さ らに粘膜

下淋巴 毛細管 へ 色素液が吸嫁 され る 過 程と思わ れ

る．

　 大 腸一
粘膜表面を

一面 に 「Tr・B1」の 色素 が蔽 う

て い る が， 小 腸 に比 べ て その 量は遙 か に 少 く，粘

膜上 皮細胞内に 色素顆粒 を全 く認め な い ．

　 肝 ， 膽嚢，腎，脾，その他 の 部位等 に は「Tr −BI」

色素を全 く認め な い ．皮膚表面は
一

面 に 「Tr・BI」

色素 の 附着 を見 る が ， 吸 牧像 は認 め られ な い ．羊

膜は
一

樣 に均質性 に淡 く青染 し， 羊膜上 皮細胞 は

所 々
一
部濃染 して い る が， 注入色素 の顆粒歌 の も

の は 認め な い ， 臍帶，絨毛膜並 び に 絨毛膜絨 毛 に

は 「Tr −BI」色素 を全 く認 めな い ．皀口ち色素液が羊

膜 ， 胎盤 を通過 す る像は全 く認め られ なか つ た．

　　　　　　　　第 5章 　考 按

　 以 上 の 自家の 實驗域績並 びに文獻 を徴 して 考按

を行つ て み る．

　 私の實驗成績 に よつ て 明か な樣 に，羊 膜腔内に

367− ・13

注 入 さ れた Trypanblau の 色素液が小 腸上皮細胞

を通 して絨 毛中心部の 淋巴 毛細管 ， さ らに 粘膜下

淋 巴毛細管へ 吸 牧攝取 さ れ て 行 く過程 が證i明 され

た ． また第 3編記載 の樣 に 呼吸 器系貌 内へ も進 入

し， 細胞 に攝取 され る こと も分 つ た ． しか し ， 胎

兒 皮膚か らの Trypanblau 液の 吸牧像は認 め られ

な い ． 從 つ て妊娠後牛期の 胎兒皮膚か ら， 羊水 は

兒 體内 へ 進 入 しな い もの と思 わ れ る．

　從來の こ の 問題に 閣する 諸家の 意見は如何で あ

ろうか． Wislocki （1920）は妊娠後牛期の海獏及

び猫の 羊膜腔内 に Berlinerblau液を注 入す る實

驗に ょっ て
，　 Berlinerblauが嚥下 せ られ胎仔腸

管か ら吸牧 さ れ て 胎仔體内に 入る と述 べ て い る．

但 し， こ の 場合に は Berlinerblauが羊膜上 皮 か ら

吸牧 され ， 母體血 行 よ り臍帶を經て 胎仔體内 に來

り， また胎仔皮膚か らも吸收 され る と考 え られ る

と述 べ て い る の で ， 嚴密 に い えば こ れだ けで は腸

管上皮吸牧性 を斷定す る事 は出來 ない ．B ．　Szendi

（1940）は妊婦羊膜腟i内に 0．5ヲ5Pyrrolblau を注 入

し， 或 る一
部の 例 に お い て 胃並びに 小腸の上 皮細

胞内に該色素 を僅少 なが ら證明 した．松尾 （龍雄 ）

（1942）は妊 娠末期 の 家兎5 例の 羊膜腔内 に 墨汁 を

注入 し， 24時聞後 その 胎仔 を取 出 し腸管の 組織學

的檢査 を行 っ た と こ ろ，
5 例 と もil

）腸特 に その 上

部 に お い て ， 上 皮細胞の所 々 に多量の こ の顆粒が

貪喰 さ れ て い る の を見た ． な お，松尾は同時 に妊

娠末期の家兎 4例の 羊膜腔内に Indigocarminを

注 入 し ， 腸管上 皮 の吸牧性 を檢 し たが．何れ も陰

性 で あっ た．松澤（1934）は海獏初生仔腸粘膜上皮

細胞に 墨汁顆粒貪喰作用 があ る こ とを證 明 した．

K ．Ehrhardt（1937）は Thorotrastを妊i婦羊膜腔

内 に 注入 し て ， 胎兒の嚥下遐 動を「X一線」的に檢索

し， 羊水 中の水分 は腸管か ら吸牧 さ れ ， 恐 らくは

その 大部分は胎盤 を介 して排泄 され ， 同樣に 食鹽

や その 他 の 吸 牧 さ れ淌化 され得 る物質 も， 胎兒陽

管 よ り攝取 され る で あろ うと想像 して い る． De

S… （1937）は羊水量の 正 常 な調整に 關する考察

を述 べ る に際 して， 胎兒に よる羊水の 嚥下 吸牧 に

も言及 して い る，伊藤（勳）（1939）の 「家 兎及び海溟

の 胎仔嚥下翻 」1こつ しゾ の 實驗報告 1：・S る と・ 羊
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膜腔内に ttL入 され た Thorotrastは組 織學的檢査

の 結果 ， 小腸上 皮細胞内 に僅か なが ら微細 な顆粒

と して 出現 する と邇 べ て い る，

　 ぎた ， B ．　Szendi（1940）と松尾 （龍雄）（1942）は

共に胎兒嚥下 運動の 「X一線」 的研 究 を行 つ て ， 腸

管 造影の 濃度が時間 と共 に 次第 に 加 わ る點 か ら推

し て ， 腸管 か ら羊水 中の 水 分が 吸 牧 され る と結論

して い る．

　 さ らに ，
H ．　 Hinselmann

，
　Prochownik

，
　 Ahlf・

e，　ld，
　Schroeder

，
　Po】ano

， 上野 ， 山崎 ， 釜 子等の

報告 に よ る と ， 羊水中 に は 極 め て 微量なが ら蛋白

質 ， 脂肪 ， 食鹽，糖 ， 「カ リ ウ ム 」， 「カ ル シ ウ ム 」，

鐵 ， 燐等の 無機 ， 有機物質の 存在 を認め る ほか ，

「ヵ ロ チ ン 」及 び「ビ タ ミ ン A 」 を も含 み ， その 他 ，

Pepsin
，
　Diast尹se ，　Katalase，　Aldehydase等の よう

な酵素 も存在す る と 述 べ て い る．

　 一方 ， 橘（1928）は 胎生 4 ヵ 月以 後の 人胎兒 胃粘

膜か ら「ト1 リブ チ リ ン 」を分解 す る「リパ ーゼ」が産

生 され る と萎 い ， 岡林一
菅野 （1925）は 胎生 5 ヵ 月

以後の 胃粘膜 に Pespinを證 明 し， 橘（1927）はす

で に 胎生 3 カ 月 の時代 か らその 腸管粘膜内 に ペ プ

ト ン 分 解響素が檢 出 さ れ る と蓮 ぺ て い る．張 （19

32）に よれ ば胎生 4 ヵ 月か ら胃内に 僅少 の 粘液が

現 われ， こ れ は時日と共 に さ らに粘液度 を増 す と

蓮 べ ・て い る． さ らに ，
Sticke1（1910），

　 Parat （19

23）．Polano（1924）等 は 胎生 4 ヵ 月以 後で は腸粘
「

膜 に脂肪の 吸收性 があ る こ とを認め た．

　 私の 得た實驗成績及 び 上記諸氏 の報告 を綜合 し

て考察 してみ よ う． 人胎兒は子宮内に て 羊水 を嚥

下 し， そ の水分 を吸牧す ると同 時に羊水 内に溶解

して い る或 る種の 物質を淌化分解す る能 力を有し，

こ れ ら分解 された物質は 消化管 ， 主 と し下 小腸粘

膜上皮細胞内 に攝取 され ， さ らに淋巴間隙，淋巴 毛

細管を介 し吸 牧 作用が行わ れる もの と思 われ る．

　元來 ， 胎 兒榮 養は胎盤 か らの 母體血液 を主體 と

す 畜もの で ある が， その 腸管か ら羊水 中の 或 る種

の もの を吸牧 して い る こ とは確實 で ， 私の實驗 も

明 らか に こ れ を證明 した．　こ の事は將來，　rホ ル

a ン 」， 「ビ タ ミ ン 」，「グ ル コ ーゼ 」， 「ぺ ＝
・S リン 」等

の榮養物或は 藥劑 を羊膜腔内 に 注 入 し， 直 接胎 兒

に 齧す る榮養の 補給 　疾病の治療の 可能性 が考 え

られ ， 期 して待 っ べ き もの が あ る と信 じて い る．

　　　　　　　第 6 章 結 論

　妊娠 6〜 7カ 月 の妊婦羊膜 腔内 に 1％　Trypanbl ’

au 　溶液 を注入 し， その蓊産 兒を組織學的 に檢索

した結果 ， 次 の結論を得た．

　1） 妊娠 6〜7ヵ 月の胎兒は 羊膜腔内 に 注 入され

た Trypanblau の色素溶液 を小腸粘膜」：皮 細胞

を介 して體内 に吸牧攝取 す る．

　2） 妊 娠 6〜7 ヵ 月の 胎兒胃の 粘膜上 皮細胞は

Trypanblauの 色素 を極 め て微量なが ら貪喰 す る．

　3） 妊娠後牛期 の 胎兒は羊 水 中の 水分並 び に或

る種 の溶解物質 を腸管粘膜 ， 特 に小腸粘膜 か ら吸

牧攝取 す る もの と思わ れ 菟．

　4） 妊娠後牛期の 胎兒 皮膚か ら羊水 は體内 へ 進

入 しな い ．

　5） Trypanb 】au 溶液を羊膜腔内 に 注 入 して も，

母 ， 兒兩者 へ の悪影響は認 め られ ない．
’

監
’

■

丶
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第 3 編 色 素劑 に よ る人胎兒子 宮内呼吸運 動 に 關す る 實驗的研 究

徳 島大 學醫 學部産科墨嬬 人科 學 教 室 1〔主 任 　飯田教授 1

　　　醫 學 士　藤　　田　　　　茂
　　　　　　　　　　S．　Fujita

（本論文 の 要 旨Ct昭和 25年 11月丸靆監L：て第 3囘日本産科嬬人科學會近畿，

昭 和 26年 4 月 東 京 に て 第 3 囘 日本産科嬬人科學會總會 L：Ut表 しア⇒．

t

中國四 國連合地方部會総會，及 び

　　　　　　　　　　第 1章 緒 　言

　　　 胎 兒 の 子宮内呼吸 運動の 問 題は 1888年 ， ドィ ッ

　　　の Haileに お い て 開 催 せ られた ド イ ツ 婦 人科學會

　　　の 席上，Ahlfeld
“ tiber　bisher　noch 　 nicht 　besc・

　　 hriebene　intrauterine　Bewegungen 　des
，
　Kindes

’
　
i

　　　な る報告 を行 い ， 入胎兒の 子 宮内呼吸 邂動 に 論 及

　　　して以來 ， 初 め て 斯界 の 注 目す る と こ ろ と な つ

‘　　た ．爾 來 ， 波動構記法 に よ る研 究，妊娠 動物を開

　　 腹 して 直 接胎 兒 を觀察 す る法 ， 羊膜腔内に色素劑

　　　を注 入 し肺臓 の組織學的檢索に よ る法 ， 羊膜1 内

　　　に 造影劑を注 入 し 「X 一線」的並 び に組織學的に檢

　　 索す る法等種 々 の 研 究 が行わ れ て い る が ， 或 る も

　　　の は之を肯定 し， 或 る もの は之 を否定 し， 未 だ確

　　 固た る 定論を艮出 し得ない 歌態で あ る． 私は生體

　　　染色 に使用 され る色素 Trypanblau （以下「TrB1 」

　　　と略す） を1％溶液と して妊婦羊膜腔内に注 入 し，

　 ・ 該 色素液が果 して胎兒肺臓内に流入 する もの で あ

　　　る か 否か を究明 し， 以て 子宮内呼吸蓮動の解明 に

　　　些 かで も貢獻ず る と ころが あれ ば 幸甚 と信 じて 本

　　　研 究 を行 つ た．　
「

　　　　　　 第 2 章 實驗材料並びに貿驗 方法

　　　　　　　　　 第一項　實驗材料

　　　　箒二 編 と 同様．省略す る．

　　　　　　　　　 第二 項 實驗方法

　　　　第二編 と同樣の檢索法 を行 う． た S し本實驗で

　　　は氣管支， 肺臓の組織學的檢索 に 重 點 を置い た．

　　　　　　 第 3 章　實驗例並びに實驗成績

　　　　第二編 と同樣 ．省略 す る．

　　　　　　　　 第 4 章　賞驗成績 の 總括

　　　　3 例 の實驗成績 を總括 して ， ひ に 記載す る．

　第二 編 に 記載 した樣 に 「Tr −Bl」溶液注 入に よ る

母 ， 兒雨者 へ の 悪影響は 何等認め られな か っ た 。

　剔 閏 した薪産兒の肺臓は 3例 とも肉眼 的に FTr−

Bl」 に よ っ て一樣 に 青色 を呈 して い た．

　顯微鏡的所見 ：
一

　氣管支一
粘膜表 面 の 所 々 に TTr−Bl」の 色素が附

着 して い る．氈毛上皮細胞間 に も滴歌に著 明 に浸，ナ

透 して い るが ， 上 皮細胞に は認め られな い ．

　肺一氣管支枝，氣管枝梢並 び に肺胞内 の 第 1例
で は所 々 に ， 第 2

， 第 3例 で は至 ると こ ろ に 「Tr −

B ！」 の 色素溶液が大小種 々 の大 さで滴1伏に或 は點

歌 に認 め られ， また その 上 皮 を蔽 うが如 くに附着

して い る の もみ られ る． また ， 氣管枝梢， 肺胞の

上 皮細胞内 に も 「Tr−B1」の 色素顆粒が僅 か なが ら

認 め られ る もの もあ り， さ らに第2， 第3例で は深

く肺聞質に も點 々 と顆粒が侵入 して い る 像が み ら

れ る． な お ， 肺胞内 に は 明 らか に肺胞上 皮細胞が

遊離 し て色素を貪喰 して い る と思わ れ る もの が み

られ ， その他， 少數の赤血球 も混在 し て い る．

　　　　　
’

　 第 5 章 考 按

　私は妊娠 6’v7 ヵ 月の妊婦羊膜腔内に 1 ％ Tryp・

anblau 溶液を注 入 し， 至例 と も該色素 を氣管支 ，

氣管支枝，氣管枝稍， 肺胞内に證 明 し， また氣管

枝稍， 肺胞に お い て は その 上皮細胞内 に 僅か なが

らTrypanblau の 色素顆粒 を認め ， さ らに 肺聞質

に も色素顆 粒を認め た．從つ で
，
生 理 的歌態に て羊

水が胎兒肺臓内に流 入 して い る こ とは 疑 い な い ．

また ，1氣管枝梢及び肺胞の上 皮細胞内 ， さらに肺閤

質に Trypanblau の 色素顆粒 を認 め る こ とは ， 胎

兒が氣管枝稍並 び tt肺胞の 上皮細胞 を通 して 羊水

／
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中の水分のほか ， 羊水中に溶解 して い る物質 を吸

收 攝取 して 淋 巴聞隙 へ 流動 して い る もの と 解釋 さ

れる．

　ひ るがえつ て ，
こ の 問 題 に 關す る諸家の 文獻を

考 究 し， あわ せ て 私 の考按 を試 み て み よ う．

　 1・　新産兒 を觀察す る法，

　Dragstedt （1938）ば妊娠 4 カ
’
月の 入 工 流産兒（身

長15cm ）の 分娩 直後， 頭部 と軈幹 の律動的遐動 を

見， 躯幹の邏動 に は横隔膜 と 胸廓筋肉の 牧縮を認

め ， 吸氣樣運動が強 く且 つ そ れ は あた か も律動的

な喘 ぎに似て い た と述 べ て い る，

　2． 剔 出子宮内胎兒を觀察iす る法．

　Murray ＆ Greene（1938） は或 る妊娠子宮剔出

を行 い ，3 分 後 に 子宮壁 を切割 ， 入 工 破膜の後，

経經 84日 ， 身長 8．5cm の胎兒を得 ， 臍帶血管は

その ま S 　 1： して胎兒を觀察 した と こ ろ， 胸廓 と腹

壁 の 律動的運動は丁度迅速な 呼吸樣運動 を行 い ，

時に は 恰 も喘 ぐ樣 に頭部 を後方に 屈げ る樣 に 蓮動

し，　こ の運動 と同時 に季肋部 が擧上 された． こ れ

もやは り呼吸運動 を行 つ て い る もの と解釋 した ．

　3・ 妊娠動物を開腹 して 直接胎兒 を觀察 する法

　1） 單純な開腹觀察法．

Winslow　，（1798） は 胎仔の鼻孔開閉と同時 に胸

廓運動 が起 る の を認め ， こ れを．Beclard（1816）は

胎仔が羊水 を呼吸 す る もの と解 して 述 べ て い る．

　2） 生理 的歌 態に近 い 歌態 にお け る 觀察注．

　Snyder ＆ Rosenfeld（1937）は體温 に加濫 しだ

生理 的 食鹽水中に て妊娠動物を開腹 し， その 胎仔

を觀察 し胸廓 の呼吸様運動 を認 め たが ， こ の邂動

は麻醉劑， 鎭靜劑 に鋭敏で容易に抑制 され る と逑

べ て い る，Bonar ＆ Blumenfeld（1938）．三宅（19

41）， 松尾（龍雄）（1942）の諸氏 も本法 を追試 し， 向
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匹

一結果 を得て い る．

　4． 妊婦腹部の 律動的運動の直接觀察並 び に そ

の描記 に よ ろ法．

　Ahlfeld（1888）は臨月妊婦 の 腹部 に 1分間38〜 76

囘（平均61囘）ご と に 反復す る周期性波 厭運動 を觀

察 し， こ れ を胎兒の 子宮内呼吸 運動に よ る もの と

推定 した． しか し，Runge （1894），0】3hausen （189
t ）は こ れ を追試 して 否定 して い る．　 Ah ］feldは さ

　　　　　　　　 o

E 本産科婦人科學會雑誌　第 3卷 　第 8號

　らに 1905年 ， 波動描記法に よる新たな研究法 を成

就 し， 從來の 推定論 を脆 して確實に 子 宮内呼吸邏
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

｝動で あ る事 を主張 した．K ．　Reifferscheid（1911）は

　Ahlfeld と同樣 ， 波動描記 法 を行 つ た のみ で な く，

　母 の 呼吸 蓮動 と心搏動 と を同時 1；記録し， ，妊婦 の

　それ と此 較す る こ と に よつ て 波動が母 の呼吸 及 び

　大動脈搏動 と全 く無關係な特殊の 曲線 で ある 事 を

證 明 した． な お ， こ の 曲線は兒背 に接觸 して い る

　腹壁 の部分に限 局 して 描記せ られ る事實か ら， そ

　の起因が子宮牧縮で ない こ と を知 ると共 に ， 胎兒

の 胸廓運動で ある こ とを證明 し ， その 上新生兒の

呼吸運動 に も近似せ る點等 を考慮 して 胎兒の子宮

　内呼吸運動で ある と斷定 した．さ らに ，
Snyder ＆

−R6senfeld（1937）は分娩期に 近 い妊婦 で は ， 母 體

の 呼吸 または大動脈 と明 らか に區別 し得 る 胎 兒の

呼吸運動 を覗診 に よつ て 明 らか に 認め， その 客觀

的 ヂ ー
タ を得 る た め映書 に撮影 して分析 を行い ，

　その 運動數及 び深 さ を測定 した結果 ， 胸式呼吸 と

腹式呼吸 との 二 型 を區別 して得た．

　 5・ 羊膜腔内 に異物を注 入 し， そめ吸 引 を觀察

　する法．　　　　　 ・

　　1） 色素劑注 入 に よ る もの ，

　 Wislocki（1920）は湖 冥・猫の 羊膜腔内に Berlj・

nerblau を注入 し， 胎仔肺臓の着色 を認 あ ， こ れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

は呼吸器系の邏動 の 結果 ， 氣道 を通 じて 羊水が肺 ．

内 に吸
゜
引 され る もの と想定 し，

Snyder ＆ Rosen−

feld（
’1937）は墨 汁を使用 して 同様 の意見を逑 タ て

い る．B ．　Szendi（1940）は人胎兒羊膜腔内 に   ．5％
・

Pyrrolblauを注入 し， ロ腔 ， 鼻腔 ， 氣管等 の粘膜

豪面に その 陽着 を鬼 　氣管枝梢や肺胞内 に こ の 色

素が皮 膚上 皮， 血 球及 び上 部氣道に由來 する氈毛

上 皮細胞 と混在 し， さ らに肺闘質の網趺結合織細

胞 に も沈着 して い る の を認めた ． そして肺胞内 へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ

の 羊水流 入の 現象は分娩後第一呼吸 に お け る肺胞

擴張 の 爲の 準備工作 と見な した．

2。灘臨 晶繍。勲 。。 泓 し

沃 度一
澱粉反應 に よつ て 同樣に呼吸蓮動を營 んで

　い る と 逑 べ て い る。

　 3） 造影劑注 入 に よ る もの ．

’

ノ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

’

昭 和26年 8 月 1 日
’

373− 19

1

　　 ’K ，Ehrhardt （1938）は 入胎  己羊膜腕内 に Thor・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　 otast を注 入 し， 「X 一線」 的 に羊水 の 肺臓内進入

　　を證明 し， 伊藤（勳）（1939）は家兎 ， 海獏の羊 膜腟

　 内 注 入實驗に よ り肺臓陰影 を認 め ，　その 原因 は所

　 謂 吸 氣的運動に よる もの と考 えた 。 また W ．Rei−

　 ffdrscheid　u ．　R ，　Schmiemann （1939）は 人胎 兒羊

　 膜腔 内 に Umbrathor を注 入 し，「X一線」的 に 三 角

　 形肺陰影 を認め る と共 に ， 組織擧的檢査 に よ つ て

　 肺胞内 に逃影 劑 を證 明 しtt　こ の進入原 因 を子宮内

　 呼吸蓮動 に 求 め ， B− Szendi（1940）は 入胎兒羊膜

　 腟 内 に ThorOfrast，　Lithumbra1，　Urosd   tan　B ．

　 等 を注 入 し， 胸廓呼吸運動 を認め ， さ らに肺臓内

　 に 進 入 した造影劑の 陰影濃度 が時間 と共 に埆強 せ

　　られ る所 見か ら， 羊水 申の水分は肺上 皮か ら吸牧

　 さ れ て い ると主張 した． ま？e 　6．Ocm 胎兒の 剔出肺

　 の 組織學的研 究で も羊水の肺臓内進入を 證 明 し，

　 その 原因を子宮の 律動的波歌邏 動に 歸 して い る．

． 松尾（龍 雄）（1942）も B ・Szendiと無關係 に全 く同

　 一方法 を考按 して， 同一結果 を得たが ， 松尾は胎

　 兒撮影では胎生第 15週 以後に お い て之 を認 め ， 組

　織 學的檢索 で は 胎生第 3 カ月 の 中頃 以後に 之 を證

　 明 する と述べ て い る． その 原因に つ い て は 自然流

　 入が主で 嚥下蓮 動は こ れ を 補助 し ， さ らに妊娠末

　 期 に至 る と胸廓邏 動 も加わ る と説明 して い る．
’

　　 こ の樣 にその 原因に つ い て は 種 々 の詮 が唱 え ら

　れ て い る が ， 多 くの諸家 は肺内進 入を一
應肯定 し

　 て い る ，こ れ 1二劉 して ，
Windle，　Becker，　 Barth

　．＆ Schulz（1939），
　 Pischillger（1941）等 は生理的歌

　態では肺内進 入 を認 め なか つ た ζ述 べ て い る．

　　 6． 子 宮 内 に膀胱鏡を挿入 して觀察す る法

　　Dyroff （1927）ば子宮内 に膀胱鏡 を挿入 して 5 ヵ

　 月胎兒 の 運動 を時間的 に 觀察 した が，全 く呼吸蓮

　 動 を認 め て い な い ． また長時聞 「X一線」 に よつ て

　觀察 して も胎兒胸廓の 邏動を認 茵 な い が
，

血 行障

　碍 が起 れば急激に 呼吸 邂動が起 つ て くる と述 べ て

，い る『
・
　　　　　

』層
　
’「

　　以 上諸 家 の 研究 を通 覽す・る に ， 、羊水 の 肺臓内流

　 入 に つ い て は 大 多數 の もの が こ れ を認め て い る．

　 し か し． 詳 細な組織學的檢索 を行 つ て い るの は ，

：B ．SZendi（1940） だ け で ， 彼は 私 と同樣 に氣管枝

　 梢 や肺胞内 に 注 入色素液が流 入 し，　また 肺聞質 に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し
　 色素顆粒 が侵入 して い るの を認め てい るが ， 肺胞

　 内 に肺胞上 皮 細胞が遊離 して色素 を貪喰 し て い る

　 籔を認 め た の は私の 實驗だ け で あ る．

tt　 羊水 の 肺臟内流 入の事實か ら考 える と， 胎 兒の

　 氣管支枝， 肺胞は羊水 に よ つ て 充嗔 され て い る わ

　　け で
，
・こ れ は新生 卑の 第一呼吸 に際 して肺胞擴 張

　 を行 う爲 の豫備段階 と して 意義 を持 つ もの と 思惟

　　きれ る． また ， 氣管枝梢及び肺胞 の上皮細胞 を通

　　し て羊水 中の 水分並 び に 或 る種 の 溶解物質を 攝取

　 吸牧 す る こ とは 胎兒榮養に幾分か の 役割 を果 して

　 い る もの と も思 わ れ る．

　　 子 宮内呼 吸蓮動（胎兒胸廓の呼 吸樣蓮動）に つ い

　 て 直接觀察並びに波 動描記法 を行 つ た諸氏の 内 ，

　 Dragstedt 　Murray ＆ Greeneは共に妊娠早期か

　　ら呼 吸樣運動 を認 めたと 云 つ て い るが， 前者は妊

　 娠 4 ヵ 月 の 入工 流産晃，篌者 は子 宮剔出後人工 破

　 膜 を行 い ， その 胎兒 に つ い て の 觀察 で あ る 點 か ら，

　 こ れ を直ちに是認 す る こ と は で きな い し， 　D夕
・

　 roff が子 宮 内に膀胱鏡 を挿 入 して 5 ヵ 月胎兒の 呼

　吸 運動 を至 く認め なか
・うた實驗は 明 らか に 之 を否

　 定 する もの で あ る．なお ， 　その 他の諸氏 の行 つ た

　 例は すべ て 分娩期 に 近 い もの で
， それ以前 に之 を

、
證 明 した もの はな い ． また羊水 の肺臙 内流入を認

　 め潅 か らと云 つ て ， 直 ちに呼吸 運動が行わ れ て い

る と噸
い 得 ない t 從 つ

耳 は・肺臓内羊鯱 入

　 の原因 と して は松 尾（龍 雄ウ（1942）と同 じ く， 自然

霆瀚 書雑 繍飆艷雛 驟 、
　 の と考 えて い る．　　　　　　　　　

’

　　　　　　　
・・

第 6 章 結　論

　　妊娠 6〜7ヵ 月の 妊婦羊膜腔内に 1・％ Trypan −

　blau 溶液を潅入 し，そ の薪産 兒 を組織學的 に檢索

　 した結果 ，次 の 結論 を得た．
　 　 　 ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サ
　　1）　妊娠 6〜7ヵ 月の 妊婦羊膜腔内 に 注 入きれた

・Trypanblau 色素溶液は胎兒氣道 を經 て氣管枝梢

　肺胞内 に流 入す る．

　　2） 妊 娠後牛期の 胎児は秉管枝梢並 び に 肺胞上

　皮 よ り羊水 中の 水分及 び 或 る種の 溶解物質 を攝取

　吸 牧 す る．

　　3）・肺臓内羊水流入 は分娩後 ， 第一呼吸 を行 う

量

セ
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に 際 し て肺胞擴張の 爲の 準備工 作 と して 意義 を有
’
す る もの と思 われ る，

　 4） 肺臓内羊水流 入 の原因は 自然 的流 入が主 な

る もの で ， 嚥下蓮動が之 を補助 し ， 妊娠末期 に 至

る と 胸廓運動が加 つ て 之が助長 きれ る もの と考 え

る．
　 稿 を絡 る 1こずこつ て ， 絡始，御 鞭撻，御指導1を戴 き，御

校閲り 勞 を賜 つ アご恩師飯 田無 二 敢授 ， 御 勵言 ， 御指示 を

戴 い 六恩師樋ロー成 教授 1二深謝 し，併d て 不斷 の 御指導

を仰 V
’
だ 徳島大學病理學教室 川路清高助欷授 に謝意 を表

t ．助言なb・， 本研究 を行 5t：際 して 種 々 の 御 傾宜 と御

を賜つ アこ徳島市民病院長 永 谷 鼎博士，放射線科 大 隅 豐 技

師 と徐島大學醫學部病 理學教室並 び に 産婦人 科 教 室 員各

位 に 感謝す．　　　　　　　　　　　 ，

　　　　　　　　　
．
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Nr．51，　S．1435，1940．− 6）丶V ．　 Reiffersche孟d　u，
R−Schmiemann ：　Zbl’ Gyn ．　Jg　63，　Nr．3．　S．工46 ，
1939．− 7）G ．AibanD ； Zbl．　Gyn．，　Nr．　L7，S．975．
．1934，− 8）Wislocki   B由 L　Johns　 Hopk ．　 HDsp ．
XXX ｛1．1921．− 9）De 　Snoo ：　Mschr ．　Geb ．　G ／yn、，
Bd ．105，　S ．88，1937．− 10）R．　Schroeder ：　A正

・
ch ．

Gyn．．　Bd ．39，　S．305 ，
1891．− 11）L 正

》
roch ‘）wn 艮

一

ck ：　Arch．　Gyn ．．　Bd ．］1，　S．304，
1877．− 12｝ H ．

臙 nse 工m 且 nn ：　 Halban −Se重tz，　 Bd ．＞1〆1 − 13）M ．

Sticke玉；　Arch ．　Gny．，　Bd ．92，　S．607 ，1飢 D．− 14 ）

Wind 里e，　Dragstedt，　Murray ，　Greene： Surg．　 Gy −

nec ．　 Obst．，　 Vol．66，　 No ．6，　 P ．987，1938，− L5）
Windle ，　 Becker，　 Barth ，　Schulz： Surg．　 Gynec．

　Obst．，　Vo1 、69，　 No．6，　P ．705，1939．− 16）Bonar
　＆ Blurnenfeld：　S ロ rg ．　Gyhec ．　 Obst．，　Vo1．65，　 No ，
幽2

，
P．179，

1938 ．− 17）Pischinger：　Zbl．　Gyn ，．　Nr．

　3，S．120，
1941．− 18）G ．　Strassmann ： Msch ．　med ．

Wschr．， 46，　Jg．，　 Nr．15 ，
　 S ．385，1920．− 19） K ．

Reifferscheid： Dtsch．　 med ．　Wschr．，　 Nr．3，　 S．87
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，

1911．− 20）HDIirr ：　 ZbL　Gy 旦．．　 Nr．24．　S，

1347，1939．− 21｝W ．Bufe ： Zschr．．　Geb．　 Gyn ．

　Bd．113
，
　S．265 ，1936．一一22） NV．　V〜厂alz ：、　Mschr．

　Geb ．　Gyn．　Bd．6  ，　S．331，1922．− 23）M ，　Runge ：

　Arch ．　Gyn ．　 Bd ．46 ，　 S ．512，18eq．− 24）Preyer：

　Spec．　Physiol．　Embryo ．　Leipzig，　S．151，18S5．− 25：

　Klemperer ：　 Arch ．　 Gyn ．　Bd ．154，　S．108 ，1933．

　− 26）F ．Snyder＆ iM ．　Rosenfeld ：Jour．　Amer ．　med ．

　Ass．　Vol．工08，　 No ．23，　 P．1946，1937．− 27）　R ．

　Dyroff ：　Zbl．　 Gyn．　NrL　l6，　S．967，1927．・− 28）

　Winslow ： Mschr ．　Geb ．　Gyn ．　Bd 。33，19111厂 29）

　Beclard： Mschr ．　Geb．　Gyn ．　Bd ．33，19U ，一・30）

　Olshausen： Ber．　Klin．　 Wschr．．　 Nr．48，工894．−

　31）F．Ahlfeld　： 、Mschr ．　Geburtsh，　21，1905．一一32）

　F．Ahlfeld ：　Zschr．　Geb．　 G’yn ．　 Bd ．　LXI ．　S，47： 
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　1908．− 33！H ．Schwartz： Arcヒ Gyn ．　Bd ．1，　S．　24，
』1870．一一・34）E ： Poeck ： Mschr．　Geb ．　Gyn，　Bd．63，

　1923．− 35）A．Cusserow 　／　Arch ．　 Gyn．　 Bd ．　13，
S．56，Z878．− 36）M ．　Wiener ： Arch ．　Gyn ．　Bd ．

　1
．
7，S．24．1881．− 37）Parat：　Ber．　Ges．　Physiet．

Phar皿 ak ．，　XIX ，　M ．　1923、− 38）M ，Fukas ： ZbL 　Gy臨

　Nr．22．　S．9．　07，1940．− 39110 ．　Polano：　Ber．　ges．

　Gyn．　Geb ．　Sowie　defen　Grenzgebiete，　Bd ．　III，　H 壬．
ユ
！
Lz

，
1924．− 40）J．　EastmRn　： Williarrfs　Obstetrics・

　XEditlon ，1950．− 41）松尾龍雄 ： 名古屋醫魯誌，

　55巻 ，
3號 ，

269頁 ，
333頁 ，

1942．− 42） 松尾龍雄 ：

　名古屋 醫會 誌 ，55卷 ，
5號，669頁，1942．− 43） 伊藤
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卷，6號，891頁，／9　38．　− 48）松澤松哉．伊藤鑛
一

：

　臨 床病理血液誌 ，チ3巻，3號，1934．− 49）山崎良貞。

　益干千年長 ： 大阪醫事新誌 原著版 7卷，7號，1133

　頁，　1936．− 50）　猛主子千年 長，　カロ登浩 ：　　産嫌秉巳要・

　23卷，　7號，　805頁，　1940．− 51）橘 冬 雪 ：　近畿女諱誌
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　婦 誌 ，　12巻，　5號，　1095頁 ，　工929．− 54）　岡林秀一，、　，
　菅野力 ：　巳婦會誌，2  卷S．5號、57頁，1925．− 55ノ
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　日嫌 會 譚志，　43卷 ，　2髻虎，　13頁．　1948．一60）　〜」、丿si玄
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；Fの i廷界，　2卷 、　5号虎，　2頁。　195〔軌一61）　三 谷

靖，本 田 洋 1 日婦會誌 43卷，2號 13頁 ・
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　δ2）眞柄正 直 ： 最新産科學，1950，

　　　　　　　　　 附圖諡明

　附圖 1．第・S 編，第 1例 、7 ヵ 月新産兒 ，   　勇長32

・m ，體重 9009，新 産兄 ，
「X線 」冩眞一 ：「S・giu ・・唖 羊

膜腔内t： 20cc注 入 後，25時間 4 分）．

　附圖H．第 3 編．第 3例 ．7 ヵ 月新産兒，3 ．身長 31

cm ，體重640g，1％ Trypanblau溶液 を羊膜腔内 t：・10cc

注入後，44時 間48分新産見 D 「肺 」の 所 見。Paraffin切 片

t：っ い て Erythrosin染 色 を 施 す．〔原色冩翼： δ畳一immer ．

sion ．900X ）．
‘‘Tr．・Bl．”色素溶液 の 肺 胞内 へ の 著明 な進

入 と肺胞 上 皮細胞 に よ ろ攝 取 の 廉が 見 られ ろ．

　附圃 HL 第 2 編．第 1例． 6 ヵ 月新産兒・？ ，豸長2T
cm ， 體重4009．「

小腸」L：於ける 所見．實瞼法 は 上 と 同 じ．
’‘Tr．−Bl．

”
注 入後 24mp間 20分．（原色 冩眞 ： 61，immersion．．

1350X ）
．
．
‘‘Tr −BL ”

色素顆粒 が 小腸絨 毛 上 皮細胞 内・に高 度

t：攝取 され，更 に淋巴間隙 へ の 侵 入 の 傾 向が み られ ろ．
　附圖 IV．第 2 編，第 3 例．7 ヵ 月默産兒 ∫δ，鈞 長 3ヒ皿

體重6409．　「ee」に 於 け ろ 所 見．實驗法 は 上 と 同 じ
‘‘

　Tr・−

BL ” 、注 入後 44時間 48分．「擴 大 ，

「
100X 」．胃粘 膜 上 暦 に ・

著 明 な
‘‘Tr ■ BL ”

色素の 附 着 が 認 め られ る．

　附圖V ．第 2編 ． 第 1 例．6 ヵ 月新 産見， 2 ，身長 27

cmp 體重400g．「大 腸」に 於 け る所 見，實驗法は 上 と同 じ，
・・Tr，−BL

”
注 入 後 24時間 20分．「擴 大 ， 80Xl．粘 膜上暦

t： ‘・Tr．・BL
”
色 素附着 を認 め う が ．極 め て 僅少 で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　 ，／　H召26●4 瞥2 受 ｛重）
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